
○ 直近１０年間で義務教育段階の児童生徒数は１割減少する一方で、特別支援教育を受ける児童生徒数は倍増。

○ 特に、特別支援学級の在籍者数（２．１倍）、通級による指導の利用者数（２．３倍）の増加が顕著。
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3※通級による指導を受ける児童生徒数（16.3万人）は、R2年度の値。H24年度は5月１日時点、Ｒ２年度はR3.3.31時点の数字。


